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【吉田地区（吉田中学校）幼児レース】　ヨーイドン。ちびっ子た

ちが一斉にスタート。一人で走る子、お母さん、お父さんに手を引

かれて走る子、みんな元気いっぱい。30m先のゴールにはお楽しみ

の賞品が待っています。

癬鍵．

　
7
月
烈
日
㈲
、
梅
雨
明
け
の
夏
空
の
下
、
市
内
8
地
区
で

体
育
祭
猟
鐘
動
会
）
欝
闘
紛
蜘
難
し
た
。
隣
近
所
や
地
区
全

馨
㊥
羅
ミ
響
照
撃
－
鐡
澱
繋
難
礫
い
雛
広
懲
る
、
地
域
づ
く

り
に
灘
灘
で
も
藻
壌
構
藪
羅
塵
嬢
夫
事
業
で
す
。
広
報
協
力

員
（
樋
口
信
二
さ
籔
、
莚
欝
泰
糊
漆
凱
、
畿
木
蘭
難
菰
撒
と

手
分
け
を
し
て
、
簾
雛
灘
驚
夕
鎌
鐵
鞍
難
灘
厩
扮
競
技
懇
観

戦
し
て
き
ま
し
た
麟

【下条地区（下条中学校）騎馬戦】　地区の8チー

ムを2つに分けての決戦。それぞれ16組の騎馬が土

煙を立てながら、狙うは敵陣ハチマキ。時にはエキ

サイト場面も。体制が決するまで約2分弱、応援席

も手に汗握る大声援を贈ります。

蟻
，

響
藍
肇　
織
　
　
灘

　
　
　
叢

【大井田地区（東小学校）開会式・表紙写真】

開会式のクライマックス、火焔形土器の聖火

台に点火。ランナーは前回優勝・四日町3チー

ムの越井祐希くん、玉田さやかさんの中学生。

見事な聖火台の製作者は山田耕市さん（四日町

新田1）です。
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　　　　　　　　榊織難醸榊麟，．

　　　　　　　　　　　　　　　　　蓑、㈹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　モ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．癬
　【高山地区（十日町総合高校）むかで競争】　号砲

　を前にスタート地点で呼吸を合わせる足踏み開始、

　男女6人の呼吸の一致がポイント。足もとよりも気

　持ちが先走ると将棋倒しに。大会前の練習成果が表

　れる競技です。

塞　糞轟藩

繊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　麟燃鰍　鯉撚灘繋

懸雛騒．懸灘纏灘
【飛渡地区（飛渡第一小学校）孫と一一緒に】　かわ

いい孫の手を引いて、おじいちゃん、おばあちゃん

がスタート。途中、制服を着せ、カバンをさげ、帽

子をかぶらせてゴールに。おじいちゃんたちはボタ

ンかけが大変です。

’華鯉

纏’灘羅

“
’
難

【水沢地区（水沢小学校）お父さんエフワンリ

レー】　小さいころを思い出し三輪エンジン全

開。途中、腰痛でリタイヤ気味の三輪車も。距

離は50m×4人の200m。コーナリングのテクニ

ックが勝負の分かれ目です。

鎚磐羅毫謙．

騰
1
、

，誕

　　　　騰、・　　　灘
　　　　　　　　　　　　　　　　難

【川治地区（南中学校）障害物レース】　麻袋を

体に通し、ハシゴをくぐり、跳び箱を飛び、、最後

は熱く照り返す地べたとシートの問をはいつくば

って抜けゴールイン。日ごろの体力づくりを痛感

するレースです。

鐘

　
　
糊

【中条地区（中条小学校）大縄とび・縄文タイムトンネル】

　「イーチ、二一、サーン」掛け声に合わせて10人の選手

が同時にジャンプ。縄回しの2人は汗びっしょり。競技時

間は40秒、最高記録は42回です。

灘

3　　平成8年8月10日号



欝

霊手洗いの励行

　
全
国
で
猛
威
を
ふ
る
つ
て
い
る
病
原
大
腸
菌
O
－
1
5
7
に
よ

る
食
中
毒
は
、
多
数
の
患
者
と
死
亡
者
を
出
す
最
悪
の
事
態
に

な
っ
て
い
ま
す
。
原
因
究
明
に
は
、
全
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す

が
、
感
染
ル
ー
ト
が
解
明
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
根
本
的
な

対
策
は
ま
だ
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
市
で
は
、
他
市
の
発
生
状
況
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
保
健

衛
生
課
・
社
会
福
祉
事
務
所
・
教
育
委
員
会
・
関
係
施
設
で
予

防
対
策
会
議
を
開
き
、
ま
た
給
食
関
係
者
に
対
す
る
研
修
会
を

開
く
な
ど
、
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
が
、
な
ん
と
言
っ
て
も
各

家
庭
で
の
予
防
が
重
要
で
す
。

　
お
盆
を
控
え
て
、
人
の
出
入
り
が
激
し
く
な
る
こ
の
時
期
、

十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

毒
滋
麟
霧灘

蝿
㎜
．
皿

　
猛
威
を
ふ
る
う
こ
の
細
菌
と
は
、

ど
ん
な
菌
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
全
国
の
発
生
状
況
を
み
る
と
強
い

毒
素
を
持
つ
菌
が
ひ
そ
か
に
私
た
ち

の
回
り
に
忍
び
寄
っ
て
い
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
病
原
大
腸
菌
O
－
1
5
7
は
、
赤
痢

菌
と
同
様
に
数
百
個
の
菌
量
で
も
症

状
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
ほ
ど
感
染

力
が
強
く
、
大
変
危
険
な
菌
で
す
。

　
代
表
的
な
食
中
毒
の
毒
素
を
出
す

ブ
ド
ウ
球
菌
が
、
百
万
個
以
上
で
発

症
す
る
と
さ
れ
て
い
る
の
と
は
比
較

に
な
ら
な
く
、
患
者
あ
る
い
は
保
菌

者
か
ら
こ
の
菌
が
少
量
排
泄
さ
れ
た

場
合
で
も
、
食
品
な
ど
を
介
し
て
感

染
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
菌
は
寒
さ
に
強
く
、

零
下
1
8
0
℃
で
も
死
な
な
い
た
め
、

食
品
を
冷
凍
し
て
も
決
し
て
安
心
で

き
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
で
は
、
一
体
こ
の
菌
は
ど
こ

に
潜
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
大

腸
菌
は
脊
椎
動
物
の
腸
管
に
い
ま
す
。

体
外
に
排
泄
さ
れ
て
も
、
塩
素
消
毒

さ
れ
て
い
な
い
水
の
中
で
は
、
数
か

月
生
き
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

感
染
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
次

の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◆
帰
宅
し
た
ら
必
ず
手
を
洗
う
　
手

　
洗
い
は
食
中
毒
防
止
の
第
一
歩
。

　
家
庭
で
は
手
洗
い
を
し
て
く
だ
さ

　
い
。
で
き
れ
ば
薬
用
せ
っ
け
ん
を

　
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
調
理
前
、
調
理
中
も
手
を
洗
う

　
肉
、
魚
な
ど
生
物
の
調
理
中
は
、

　
特
に
入
念
に
せ
っ
け
ん
で
洗
い
、

水
で
よ
く
流
し
て
く
だ
さ
い
。
生

物
に
つ
い
て
い
た
細
菌
が
手
を
介

し
て
ほ
か
の
食
品
に
移
ら
な
い
よ

　
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
冷
蔵
庫
を
清
潔
に
す
る
　
食
品
の

食
べ
ら
れ
る
期
限
を
常
に
見
て
、

古
く
な
っ
た
食
品
は
捨
て
ま
し
ょ

　
う
。
冷
蔵
庫
の
中
で
も
細
菌
は
繁

　
殖
し
ま
す
。
定
期
的
に
冷
蔵
庫
内

　
の
食
品
、
棚
、
容
器
な
ど
を
取
り

　
出
し
、
中
性
洗
剤
で
汚
れ
を
落
と

　
し
ま
す
。
そ
の
後
、
水
洗
い
し
、

　
塩
素
剤
か
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
で

　
消
毒
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
ま
な
板
の
殺
菌
を
す
る
　
ま
な
板

　
に
は
包
丁
の
傷
跡
が
た
く
さ
ん
つ

　
い
て
い
ま
す
。
細
菌
の
巣
に
な
り

　
ま
す
の
で
、
洗
剤
で
よ
く
洗
い
、

　
漂
白
剤
に
漬
け
る
な
ど
し
て
く
だ

　
さ
い
。
ま
た
、
日
光
に
よ
る
消
毒

　
も
非
常
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま

　
な
板
は
、
野
菜
用
と
肉
、
魚
用
を

　
用
意
し
て
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
調
理
器
具
を
清
潔
に
す
る
　
包
丁

　
な
ど
、
調
理
器
具
か
ら
汚
染
す
る

　
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
水
き
り

　
か
ご
の
網
目
に
は
カ
ビ
、
細
菌
が

　
潜
ん
で
い
ま
す
。
毎
日
洗
っ
て
乾

　
燥
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
冷
凍
食
品
は
冷
蔵
庫
内
で
解
凍
す

　
る
　
常
温
で
自
然
に
解
凍
す
る
と
、

細
菌
は
ど
ん
ど
ん
増
え
ま
す
。
ま

　
た
、
よ
く
解
凍
し
な
い
で
調
理
す

　
る
と
食
品
の
中
心
ま
で
熱
が
通
り

　
ま
せ
ん
。

◆
食
品
の
加
熱
は
、
中
心
部
ま
で
確

　
実
に
す
る
　
火
は
食
品
の
中
心
部

　
ま
で
し
っ
か
り
通
し
て
く
だ
さ
い
。

　
O
－
1
5
7
は
、
食
品
の
中
心
温
度

　
が
7
5
℃
1
分
以
上
の
加
熱
で
死
に

　
ま
す
。

◆
調
理
し
た
料
理
は
で
き
る
だ
け
早

　
め
に
食
べ
る

◆
地
下
水
を
飲
用
し
て
い
る
家
庭
は

　
井
戸
等
の
汚
染
に
注
意
す
る
飲

　
料
水
の
衛
生
を
十
分
に
確
保
し
な

　
い
と
危
険
で
す
。
必
ず
水
質
検
査

　
を
し
て
飲
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
感
染
か
ら
発
症
ま
で
の
期
問
は
、

ほ
か
の
食
中
毒
よ
り
も
長
く
3
～
9

日
く
ら
い
で
す
。

　
初
期
症
状
の
多
く
は
、
腹
痛
を
伴

う
水
様
性
の
下
痢
で
す
が
、
症
状
が

重
く
な
る
と
血
便
が
出
ま
す
。

ロ
問
い
合
わ
せ

十
日
町
保
健
所
（
盈
田
ー
2
4

0
0
）
ま
た
は
市
保
健
衛
生
課

　
（
盈
駆
i
3
1
1
1
）
へ
。
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8
月
5
日
㈲
、
ク
ロ
ス
ー
0
で
「
ほ
く
ほ
く
線
開
業
記
念
事
業

第
－
回
実
行
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
、
本
田
市
長
が
実
行
委
員

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
1
月
に
準
備
会
を
設
置

し
検
討
を
進
め
て
き
た
開
業
ま
で
の
P
R
や
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
、
開
業
日
前
後
の
イ
ベ
ン
ト
、
開
業
後
の
利
用
促
進
策
な

ど
の
具
体
的
な
展
開
な
ど
も
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
事
業
は
・

ま
ず
今
月
B
日
に
駅
西
ロ
広
場
で
行
わ
れ
る
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
で

幕
を
開
け
ま
す
。

騨豚く線開業記念事業

婁実行委員会を設立

矯
鯉
　　灘臨

◆
開
業
P
R
の
実
施

　
市
内
で
行
わ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト

に
積
極
的
に
参
加
し
、
P
R
ブ
ー
ス

の
設
置
や
P
R
物
品
の
配
布
・
販
売

な
ど
を
行
い
、
市
民
の
関
心
を
高
め

ま
す
。
ま
た
、
対
外
的
に
は
、
十
日

町
市
の
地
域
特
性
の
P
R
を
行
い
ま

す
。
そ
れ
と
、
首
都
圏
や
北
陸
圏
に

対
し
、
開
業
に
よ
る
時
間
的
短
縮
、

近
く
な
っ
た
十
日
町
市
を
強
調
し
た

P
R
を
行
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
開
業
記
念
テ
レ
カ
や
年

賀
状
．
エ
コ
ー
は
が
き
な
ど
を
発
売

し
た
り
、
開
業
日
を
知
ら
せ
る
懸
垂

幕
や
表
示
板
を
設
置
し
た
り
し
て
、

開
業
の
気
運
を
高
め
ま
す
。

◆
開
業
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

　
ほ
く
ほ
く
線
ク
イ
ズ
や
十
日
町
駅

舎
の
見
学
会
、
駅
前
広
場
を
会
場
に

し
た
綱
引
き
大
会
な
ど
、
話
題
性
の

あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◆
団
体
・
企
業
へ
の
協
力
依
頼

　
各
商
店
街
、
各
種
団
体
、
サ
ー
ク

ル
等
の
皆
さ
ん
か
ら
開
業
の
気
運
を

盛
り
上
げ
、
市
民
参
加
の
意
識
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
独
自
の
開
業
記

念
事
業
の
実
施
な
ど
に
つ
い
て
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
長
年
の
夢
だ
っ
た
ほ
く
ほ
く
線
の

開
業
を
祝
う
前
夜
祭
や
開
業
当
日
の

開
業
ま
つ
り
を
各
駅
前
広
場
を
中
心

に
行
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

開
業
を
喜
び
ま
す
。
ま
た
、
来
訪
者

の
皆
さ
ん
に
も
ほ
く
ほ
く
線
や
十
日

町
市
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
ま
す
。

　
特
別
企
画
列
車
の
運
行
な
ど
、
ほ

く
ほ
く
線
の
利
用
促
進
と
マ
イ
レ
ー

ル
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
等
を
検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、
十
日
町
市
の
知
名
度
を
高

め
る
た
め
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
公

開
番
組
の
誘
致
な
ど
、
話
題
性
の
あ

る
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
　
　
　
の
ま
で
　
　
　
完

ク
　
　
れ
催
参
　
　
　
オ

　
県
及
び
沿
線
1
7
市
町
村
で
構
成
す

る
「
北
越
急
行
開
業
準
備
会
」
が
主

催
す
る
、
ほ
く
ほ
く
線
の
愛
称
募
集

や
ほ
く
ほ
く
線
百
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
、
綱
引
き
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
、

ほ
く
ほ
く
線
試
乗
会
、
さ
ら
に
は
十

日
町
市
を
会
場
に
実
施
が
予
定
さ
れ

て
い
る
到
着
式
・
開
業
記
念
式
典
・

祝
賀
会
な
ど
の
開
業
イ
ベ
ン
ト
を
支

援
し
ま
す
。

　
開
業
予
定
は
来
年
3
月
下
旬
。
実

行
委
員
会
で
は
、
開
業
気
運
を
盛
り

上
げ
る
た
め
の
事
業
を
で
き
る
だ
け

た
く
さ
ん
行
い
、
開
業
の
日
を
迎
え

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

線トンネ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
者

こ
さ
主
の
参
気
の
婦
参

　
催
の
人
　
　
元
念

池
開
会
　
　
人
　
　
　
地
ど

大
　
備
ら
　
員
　
　
な

　
ク
　
　
　
　
　
全
員
　
　
る

∞　
　、

元
気
に
完
歩
し
た

十
日
町
市
か
ら
の
参
加
者

記
念
事
業
実
行
委
員
会

　
　
　
構
成
団
体
（
順
不
同
）

・
十
日
町
市

・
誰
日
町
商
工
会
議
所

．
十
臼
町
織
物
工
業
協
同
緯
合

．
半
日
町
市
農
業
協
同
組
合

．
新
潟
県
建
設
業
協
会
十
瞬
町
支
部

．
誰
日
町
市
観
光
協
会

．
越
後
妻
有
郷
観
光
協
議
会

・
十
臼
町
青
隼
会
議
所

．
申
日
町
市
文
化
協
会
連
合
会

。
立
正
佼
成
会
十
日
町
教
会

．
庭
野
日
敬
先
生
に
学
び
十
日
町
を

　
発
展
さ
せ
る
会

．
十
臼
町
・
コ
モ
姉
妹
都
市
交
流
協
会

・
大
婬
き
千
圖
町
会

．
牽
日
町
雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会

．
誰
日
町
西
部
地
区
振
興
会

・
新
座
地
区
振
興
会

。
美
佐
島
地
区
振
興
会

。
J
R
誰
圖
町
駅

．
越
後
交
通
㈱
繋
瞬
町
鴬
業
駈

。
藷
國
町
市
商
鷹
街
振
興
組
念
連
合
会

．
畿
瞬
購
市
飲
嚢
業
維
合
蓮
含
会

。
繋
圏
晦
辮
駅
逓
9
商
店
街
振
興
維
合

。
灘
瞬
購
生
そ
ぽ
維
合

。
講
厨
購
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

　
タ
ー

・
㈱
畿
闇
高
原
リ
ゾ
ー
ド

・
謙
田
購
市
旅
館
組
合

．
誰
常
国
“
町
タ
ク
シ
ー
・
ハ
イ
繋
i
協
△
添

。
繋
瞬
町
に
す
べ
て
の
ス
ー
パ
ー
特

急
巻
僚
め
る
会

・
㈱
薬
立
観
光

平成8年8月10日号5



　
　
世
界
へ
向
け
て
情
報
を
発
信

に
い
が
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
h
南
越
後

　
　
　
　
　
～
5
0
0
人
が
ネ
ツ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
を
楽
し
あ
～

　
「
に
い
が
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
。
m
南
越
後
」
十
日
町
会
場
が
、

8
月
3
日
ω
・
4
日
㈲
の
両
日
ク
ロ
ス
ー
0

を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
5
0
0
人
が
ネ
ッ

ト
サ
ー
フ
ィ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。
こ
の

企
画
は
「
未
来
は
、
今
日
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
」
を
合
い
言
葉
に
県
内
8
会
場
で
開

催
さ
れ
て
い
る
「
に
い
が
た
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
一
環
と
し
て
、

大
和
町
の
国
際
大
学
と
ク
ロ
ス
ー
0
を
会
場

に
開
催
さ
れ
た
も
の
。
N
T
T
十
日
町
（
六

日
町
）
支
店
や
国
際
大
学
、
今
春
か
ら
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
接
続
業
務
を
始
め
た
十

日
町
ソ
フ
ト
開
発
㈱
が
共
催
し
、
日
本
電

気
㈱
や
三
菱
電
機
㈱
、
べ
ー
ス
ボ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
社
の
協
力
を
得
て
実
現
し
た
も
の

で
す
。

山野新潟県情報政策課長を迎えての開会式

　
会
場
に
は
約
4
0
台
の
パ
ソ
コ
ン
が
設
置

さ
れ
、
会
場
を
訪
れ
た
人
た
ち
は
思
い
思

い
に
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
て
い
ま
し
た
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
お

年
寄
り
に
つ
れ
ら
れ
た
チ
ビ
ッ
子
や
若
い

カ
ッ
プ
ル
が
、
ア
メ
リ
カ
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
や
N
A
S
A
（
ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙

局
）
な
ど
の
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
、
「
本
当

に
つ
な
が
っ
た
」
と
声
を
上
げ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
両
日
で
4
回
「
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
講
座
」
が
開
か
れ
、
パ
ソ
コ
ン
初

心
者
を
含
む
延
べ
32
人
が
難
し
い
と
思
わ

れ
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
に
挑
戦
し
、

自
分
の
顔
を
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
ん
だ
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
し
た
。
参
加
者

は
「
め
ん
ど
う
だ
け
れ
ど
、
慣
れ
れ
ば
割

合
簡
単
な
ん
だ
な
あ
と
思
い
ま
す
」
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
譜

灘
・
、
濃 ．溜

説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
る
来
場
者

の
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
「
に
い
が
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
●
m
南
越
後
地
域
実
行
委
員
会
」

事
務
局
（
市
企
画
人
事
課
企
画
室
）
で
は
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
は
限
り
な
く

広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
催
し
を

と
お
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
触
れ
て

い
た
だ
く
の
が
第
一
歩
で
す
。
そ
し
て
地

域
の
情
報
を
ど
ん
ど
ん
発
信
す
れ
ば
、
必

ず
地
域
の
活
性
化
に
役
立
ち
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
「
に
い
が
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
9
月
5
日
㈲
～
8
日

㈹
に
わ
た
っ
て
、
新
潟
市
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ

ザ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も

お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

「考えていたよりも簡単」なホームページ作成

8／25◎～27⑳

十日町
　おおまつり

■
み
こ
し
渡
御
…
2
6
日
午
後
1
時
諏
訪
神

社
出
発
↓
各
町
内
↓
午
後
6
時
3
0
分
お

仮
舎
（
織
物
会
館
前
）
着

27
日
午
後
2
時
お
仮
舎
出
発
↓
午
後
1
0

時
3
0
分
諏
訪
神
社
着

■
俄
…
宮
下
町
”
2
5
日
午
後
6
時
～
1
0
時

26
日
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
1
0
時

27
日
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
9
時

下
町
H
2
5
日
午
後
6
時
3
0
分
～
1
0
時

　
2
6
日
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
1
0
時

　
2
7
日
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
1
0
時

上
町
一
2
5
日
民
謡
流
し
ス
テ
ー
ジ
～
午

後
1
0
時
3
0
分

　
2
6
日
午
前
9
時
～
午
後
1
0
時
3
0
分

　
2
7
日
午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
9
時

一
煙
　
火
…
2
6
日
午
後
7
時
3
0
分
～
9

時
、
十
二
平

目
少
年
相
撲
大
会
…
2
7
日
午
前
中

一
町
内
み
こ
し
…
2
6
日
～
2
7
日
各
町
内
で

■
明
石
万
灯
…
2
5
日
午
後
7
時
～
9
時

■
民
謡
流
し
…
2
5
日
午
後
7
時
～
8
時
3
0

　
分

■
露
　
店
…
2
5
日
正
午
～
2
7
日
午
後
H

　
時
、
駅
通
り

■問い合わせ

十日町おおまつり実行委員会

　　　　　　　　（商工会議所内）

　　　盈57－5111　FAX52－6044

十日町市観光協会（織物会館内）

　　　費57－3345　FAX57－5150

明
石
万
灯
・
大
民
謡
流
し

　
　
　
　
　
　
　
参
加
者
募
集

　
明
石
万
灯
は
、
形
態
（
人
力
で
担
ぐ
、

車
輪
付
き
等
）
自
由
で
す
。
会
社
や
商
品
、

団
体
、
サ
ー
ク
ル
の
P
R
も
結
構
で
す
。

職
場
や
サ
ー
ク
ル
の
仲
問
で
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
民
謡
流
し
は
、
年
々
参
加
者
が
増
え
て

昨
年
は
千
3
百
人
を
超
え
ま
し
た
。
衣
装
・

プ
ラ
カ
ー
ド
に
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
。
会

社
や
商
品
の
P
R
な
ど
自
由
で
す
。
曲
目

は
十
日
町
小
唄
と
深
雪
甚
句
の
繰
り
返
し

で
す
。

■
時
　
間
　
明
石
万
灯
”
午
後
7
時
～
9

　
時
、
民
謡
流
し
“
午
後
7
時
～
8
時
3
0

　
分■
場
所
本
町
1
～
6
、
高
田
町
1

　
～
2
、
駅
通
り

■
申
込
み
　
十
日
町
お
お
ま
つ
り
実
行
委

　
員
会
ま
た
は
十
日
町
市
観
光
協
会
へ

闇
そ
の
他
　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
参

　
加
団
体
代
表
者
に
連
絡
し
ま
す
。
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嚇ゾぐヤ淵》が
声
磯す

爆峯．

㍗噂蓄涼

　’矯鰍鞭照
繍翻灘灘轍旛

　
　
耀
麟
膿
離

　
　
　
　
　
灘

亀
瀦
　
　
　
蝋

　
　
　
　
解

．
灘
難瀦

鷹嚢

鍵

灘

麗
健
康
づ
く
り
フ
ェ
ア
・
市
民
福
祉
ま
つ
り

，

　
～
　
「
ほ
の
ぽ
の
福
祉
写
真
展
」
作
翻
募
蒙
霧

　
市
で
は
、
今
年
の
「
健
康
づ
く
り

フ
ェ
ア
・
市
民
福
祉
ま
つ
り
」
に
展

示
す
る
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
お
年
寄

り
中
心
の
ふ
れ
あ
い
写
真
、
お
孫
さ

ん
と
の
ほ
ほ
え
ま
し
い
ス
ナ
ッ
プ
写

真
、
三
世
代
家
族
の
睦
み
合
い
写
真

な
ど
を
大
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
出
品
作
品
は
も
れ
な
く
、

9
月
2
1
日
出
・
2
2
日
㈲
に
「
ク
ロ
ス

ー0

」
で
行
わ
れ
る
「
9
6
健
康
づ
く
り

フ
ェ
ア
・
市
民
福
祉
ま
つ
り
」
の
会

場
に
展
示
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
く
さ
ん
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
応
募
資
格
特
に
な
し

■
規
　
格
　
カ
ラ
ー
写
真
と
し
、
サ

　
イ
ズ
は
2
L
と
し
ま
す
。

■
応
募
作
品
　
未
発
表
の
も
の
で
、

雛
撚

綴
　
1
人
3
点
ま
で
。

　
　
作
品
の
裏
面
に
は
る
応
募
票
は

市
役
所
市
民
課
、
公
民
館
本
館
・

各
地
区
公
民
館
、
農
協
本
所
・
各

支
所
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

■
表
彰
及
び
賞
品
　
特
別
入
賞
者

は
、
2
1
日
ω
の
講
演
会
前
に
表
彰

し
ま
す
。
ま
た
、
応
募
者
全
員
に

す
て
き
な
賞
品
が
あ
り
ま
す
。

※
入
賞
者
に
は
、
審
査
終
了
後
直

接
通
知
し
ま
す
。

■
応
募
方
法
　
9
月
6
日
樹
ま
で

に
、
市
社
会
福
祉
事
務
所
高
齢
福

祉
係
（
暦
5
7
－
3
1
1
1
内
線

燭
・
燭
）
へ
。

7平成8年8月10日号



石場カチと天神囎子を

保存継承している団体です。

このコーナーでは、登場していただくサークルを募集しています。

問い合わせは企画人事課広報広聴係盈57－3111内線213へ。 本来の石場力チ。“どうつき”しながら唄いますが、会では輪踊りにしました

地域の祝い歌「石場カチ」と「天神離子」は、若い人に

は知らない人が多くなっています。天神離子は市内各地域

で唄われていますが、石場カチは水沢地区だけの伝統芸能

です。地区には春日元市長時代に石場カチ保存会が作られ

て、唄い続けられてきていました。しかし、会員の高齢化

天神唯子の座敷踊り。祝いの

席で披露されます

で減少し現在3人の会になっ

てしまい、石場カチの継承が

危ぶまれていました。

そんな中、昨年の公民館利

用者団体協議会で、「地域から

大先輩たちが受け継いできた

石場カチと天神離子が無くな

ってしまう、なんとかしなけ

ればならない。方策を考えよ

う」と研究することになりま

した。そこで、二つの唄を座

敷踊りにできないかと考えることにしました。振り付けは、

プロに頼もうとも思いましたが、それでは水沢らしい泥く

ささが出ないのではないかと、石場カチは「みさわ会」、天

神離子は「土市寿扇会」が担当で考案しました。また、唄

は利用者団体協議会の男性役員が自分たちの声をテープに

吹き込みました。唄は昨年の市政施行40周年記念CDの唄

にしようとも考えましたが、あまりにもきれいすぎて、上

手すぎて、また、フレーズも若干水沢と違うので、自分た

ちの手作りの唄を吹き込むことにしました。会は、振り付

けと唄の吹き込みが終了した今年6月2日に発足しました。

石場カチは輪踊りで、盆踊りと同じで節が違っても同じ振

りの繰り返しです。天神離子は節ごとに振りが違いますの

で、覚えるのがちょっと難しいかもしれません。現在月に

一度日曜日の夜、水沢地区公民館で練習をしています。地

区内の各集落センターで、2人以上の希望者がいれば、保

存会のメンバーを派遣したいと考えています。

囎㊧
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
の
　
　
　
油
は
卵
焼
き
に
も
使
え
ま
す
よ
）

騨
ズ
嫌
羅
朗
②
“
“
醐
鑑
繍

囎
　
　
　
￥
　
、

懸
馨
て
お
し
し
く
食
べ
ら
れ
ま
　
混
ぜ
る
．

繭
　
　
す
。
チ
ー
ズ
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
が
　
　
◎
②
を
2
～
3
㎝
く
ら
い
の
ボ
ウ

　
　
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
弁
当
の
　
　
ル
に
ま
る
め
￥
小
麦
粉
．
と
き

難
お
か
ず
に
も
お
薦
め
で
す
．
我
が
　
卵
￥
パ
ン
粉
の
順
に
つ
け
￥
智

撫
　
　
家
で
は
お
年
寄
り
か
ら
保
育
園
児
　
　
　
の
油
で
揚
げ
る
。

　
　
ま
で
、
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
る
一
　
④
サ
ラ
ダ
菜
を
敷
い
た
上
に
盛
り

噸
。
鍔
ガ
〉
　
　
湘
萄
甕
鶴
繋
程

騰　　
①
玉
ね
ぎ
は
み
じ
ん
切
り
￥
ね
ぎ
　
　
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す
。

㊤
騒
警
量
薯
態
馨
暴
讐
犠
之
乏
轟
驚
恥伽嫡睡o懸翻麟磯嫡o磯

繋縷馨難の鱒⑪

1唯醐．

材料（4人分）

クリームチーズ…2009

玉ねぎ…％個￥ねぎ…6本

ツナ缶…1缶、胡椒…少々

パン粉…大さじ5、小麦粉…適量

卵…1イ固

馨

慧
　
　
　
難

　
　
　
　
馨

　
　
　
　
　
　
縫
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
馨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸
鯵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸

難

霧
繋礫働翻翻VW麟の禰鱒刷麟癖
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駄うずに
描けたお〃

⑫越後保育園

讐礎鰹辮蘂繊i謝食与響斑難小林（欝・ん

響あ敷　　　教集・i欝一、、’．、一，
～皇　 サでか　　　　　　　遊軍か羊：

　　　　　　　　　　　　　　　　　・　んとれたんだよ。家に帰って食べた
　　このコーナーでは、登場していただく人を募集しています。　　　　　　　　●
　　問い合わせは企画人事課広報広聴係智57．3111内線213へ。　　　　3　らとってもおいしかったよ。
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●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
ま
れ
た
時
の
体
重
は
3
、
6
0
0
9
。
羊
水
を
飲
ん
で

本気の本音
⑧・・⑯癒畿か亀

ぞ
㌧
璽

　
市
内
の
田
川
町
で
、
女
3
人
男
1

人
兄
弟
の
2
番
目
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

で
も
弟
は
戦
死
、
姉
も
他
界
し
、
今

健
在
な
の
は
私
と
妹
の
2
人
で
す
。

　
実
家
は
撚
糸
業
を
や
っ
て
い
ま
し

た
。
私
も
尋
常
小
学
校
を
卒
業
す
る

と
、
稼
業
を
ず
い
ぶ
ん
手
伝
わ
さ
れ

た
ん
で
す
よ
。
特
に
戦
中
は
、
弟
が

兵
隊
に
と
ら
れ
、
私
と
妹
が
働
き
手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
り

で
し
た
。
ま
た
、
あ
の
こ
ろ
は
竹
槍

や
銃
剣
術
の
訓
練
が
あ
っ
た
り
、
消

火
訓
練
（
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
）
な
ん
か

上村ヨキさん
（泉町）80歳

このコーナーでは、登場していただく人を募集

しています。問い合わせは企画人事課広報広

聴係費57－3111内線213へ。

も
あ
っ
た
り
し
た
ん
で
す
よ
。
今
か

ら
は
考
え
ら
れ
な
い
で
す
よ
ね
。

　
終
戦
の
年
（
3
月
）
に
夫
と
一
緒

に
な
り
ま
し
た
。
子
供
（
娘
2
人
）

に
も
恵
ま
れ
た
ん
で
す
が
、
食
う
や

食
わ
ず
の
時
代
。
た
ま
た
ま
夫
が
国

鉄
に
勤
め
て
い
た
の
で
、
長
野
で
リ

ン
ゴ
を
買
っ
た
り
、
そ
れ
を
夫
の
実

家
の
鐙
坂
で
米
に
替
え
た
り
と
大
変

で
し
た
。
そ
の
夫
も
1
3
年
前
、
6
9
歳

で
他
界
し
ま
し
た
。
夫
は
国
鉄
を
5
5

歳
で
定
年
し
、
そ
の
後
銀
行
に
9
年

勤
め
た
ん
で
す
よ
。
国
鉄
定
年
と
同

時
に
と
っ
た
車
の
免
許
、
夫
が
運
転

す
る
車
で
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
ず
い
ぶ

ん
と
出
か
け
ま
し
た
。
本
当
に
い
い

思
い
出
で
す
。

　
現
在
は
一
人
暮
ら
し
な
ん
で
す
が
、

約
2
0
年
前
か
ら
始
め
た
公
民
館
の
講

座
（
生
け
花
、
書
道
、
園
芸
）
に
通

っ
た
り
、
少
し
で
す
が
野
菜
を
作
っ

た
り
と
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
娘
た
ち
が
ち
ょ
く
ち
ょ
く
来

て
く
れ
た
り
電
話
を
く
れ
た
り
す
る

の
で
寂
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

平成8年8月10日号9



灘

　　　　罐
　　ット斌

中学生が大健闘、

4人が全国大会出場を決める

懇雛巌
懸　　辮　額

葦雛

騰

　
　
甲

翻鷲ダ輪，

嚢
懸　Ψ

驚
購

豪
難

　
7
月
1
4
日
㈲
、
下
田
村
総
合
体
育
館
を
会
場
に
「
第

12

回
新
潟
県
少
年
空
手
道
選
手
権
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
大
会
は
、
「
第
4
回
全
国
中
学
校
空
手
道
選

手
権
大
会
」
の
県
予
選
を
兼
ね
た
も
の
で
す
。

　
結
果
は
、
中
学
男
子
型
で
入
田
生
さ
ん
（
吉
田
中
3

年
）
と
、
同
じ
く
女
子
型
で
関
谷
綾
香
さ
ん
（
南
中
3

年
）
が
見
事
優
勝
。
ま
た
、
柳
大
樹
さ
ん
（
十
日
町
中

2
年
）
と
井
上
直
哉
さ
ん
（
中
条
中
2
年
）
が
、
男
子

型
で
そ
れ
ぞ
れ
3
位
・
4
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　
以
上
4
選
手
は
、
新
潟
県
空
手
道
連
盟
か
ら
代
表
選

手
と
し
て
選
出
さ
れ
、
8
月
1
0
日
㈹
・
n
日
㈲
に
大
阪

府
東
大
阪
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ
る
「
全
国
中
学
生
大
会
」

に
出
場
し
ま
す
。

　
　
祝
7
月
2
5
日
㈲
、
市
民
会
館
ホ
ー
ル
で
「
金
婚
・
ダ
イ

瓶
慶
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
慶
祝
記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

ド
を
た
．
開
催
に
先
立
ち
、
保
坂
三
郎
＋
日
町
市
老
人
ク
ラ

ン
婦
ブ
連
合
会
会
長
が
「
今
日
お
集
ま
り
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

モ
夫
婚
夫
婦
の
皆
さ
ん
は
2
●
2
6
事
件
勃
発
時
に
・
金
婚
夫

7
2
来
賓
の
祝
辞
の
後
、
今
回
め
で
た
く
金
婚
・
ダ
イ
ヤ

ー
　
ー

　
　
　
　
モ
ン
ド
婚
を
迎
え
ら
れ
た
方
々
全
員
の
名
前
が
読
み
上

　
　
　
　
げ
ら
れ
る
と
、
中
に
は
「
は
い
」
と
大
き
な
返
事
を
す

　
　
　
　
る
夫
婦
も
い
ま
し
た
。

ち

“尼5⑫

　さて、そろそろ時問です。今日はこのコラムを書かなけ

ればならないので、僕のアパートの床には、半分しか荷造

りができていないカバンがころがっています。その隣には、

デルタ航空の航空券。ちょうどあと4日と16時間後には、

よく働いた自分にふさわしい休暇（と僕は思っている）を

過ごすために、アメリカに帰っている予定です。しばらく

ぶりでアメリカに戻るといろいろ違って見えると人は言い

ますが、自分はそうではないと思うのです。だいたい、こ

ちらに来た時もカルチャーショックというようなものは感

じなかったし、増して自分が22年間も住んでいた国へ帰る

のですから。一人では食べきれない大きいピザや、グラス

に注がなくてもいい2ドル（200円）のビールを楽しんで来

たいと思います。また8月にお会いしましょう。

　　　　　　ξ盤il……………難　　電　工アロン・ピータース

　　　　We”，it’s　almost　time．As　I　write　this　column　today，

my　bag　is　Iaying　half　packed　on　the　floor　of　my　apart－

ment．Next　to　it　is　a　voucher　for　Delta　Air”nes．In

exactly4days、16hours　I　wi”be　back　in　the　US　for　a　well

deserved（l　think）break．People　have　said　that　things

wi”be　very　different　when　l　get　back，but　I　think　that

wi”not　be　the　case．In　general，I　didn’t　feel　this　thing

they　ca”聖璽culture　shock”when　l　arrived　here，so　l　don’t

see　why　l　would　returning　to　a　country　where　I’ve　Iived　for

22years．1’ll　just　be　enjoying　large　pizzas　that　匿can’t

finishby　myselfand＄2（200円）beersthatldon’thave

to　pour　in　a　glass　first．See　you　in　August1！1
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本田市長が全国交流ふれあい
道づくり推進協の理事に就任

　
7
月
2
5
日
㈲
、
東
京
の
東
条
会
館
で
行
わ
れ
た
「
全

国
交
流
ふ
れ
あ
い
道
づ
く
り
推
進
協
議
会
設
立
総
会
」

の
席
上
、
本
田
市
長
が
北
陸
地
区
を
代
表
し
て
全
国
で

5
人
の
理
事
の
一
人
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
（
会
長
“
橋

本
大
二
郎
高
知
県
知
事
）
。

　
こ
の
全
国
協
議
会
は
、
各
地
域
の
推
進
協
議
会
を
全

国
ネ
ッ
ト
で
結
び
、
平
成
6
年
に
建
設
省
が
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ょ
う
り
ょ
う

さ
せ
た
「
交
流
ふ
れ
あ
い
ト
ン
ネ
ル
・
橋
梁
整
備
事
業
」

の
推
進
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
当
地
域
で

も
、
十
日
町
当
問
塩
沢
線
の
大
沢
山
ト
ン
ネ
ル
（
2
、
6

9
0
層
）
が
こ
の
事
業
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の

事
業
推
進
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。
大
沢
山
ト
ン
ネ
ル

の
供
用
目
標
年
度
は
平
成
1
2
年
の
予
定
で
す
。

　
　
に

謄
た
　
8
月
6
日
閃
市
民
会
館
で
「
第
4
2
回
原
水
爆
禁
止

壕
新
＋
日
町
市
民
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
・
松
井
原
水

悲
意
爆
禁
止
＋
日
町
市
協
議
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
・
本

の
快
田
市
長
が
「
終
戦
か
ら
半
世
紀
以
上
が
過
ぎ
・
戦
争
を

争
し

戦
な
知
ら
な
い
世
代
が
大
半
と
な
り
ま
し
た
．
私
た
ち
は
、

　
、
さ
多
く
の
犠
牲
の
上
に
今
日
の
繁
栄
が
あ
る
こ
と
と
、
二

1
」
返
度
と
戦
争
を
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け

日
り
の
繰
ま
せ
ん
．
ま
た
、
地
球
上
の
核
兵
器
を
全
廃
す
る
と
と

島
と
も
に
、
世
界
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
紛
争
の
早
期
終
結

壌
を
誌
講
翫
窮
齢
奮
酒

　
　
　
　
井
十
日
町
地
区
婦
人
会
代
表
に
よ
る
大
会
決
議
文
と
5

　
　
　
　
項
目
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
読
み
上
げ
ら
れ
閉
会
し
ま
し
た
。

問
保
保
智

●

健
康
意
識
調
査
の
結
果

　
市
で
は
、
日
本
一
の
健
康
都
市
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
年
2

月
に
そ
の
一
つ
と
し
て
、
健
康
診
査

に
つ
い
て
皆
さ
ん
が
ど
ん
な
意
見
や

要
望
を
も
っ
て
い
る
か
を
知
る
た
め
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
内
の
2
0
歳
代
か
ら
7
0
歳
代
ま
で

の
男
女
㎝
人
を
対
象
に
行
い
、
約
6
0

％
の
人
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し

た
の
で
、
少
し
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
各
種
検
診
の
受
診
状
況
〉

　
市
で
実
施
し
て
い
る
検
診
の
ほ
か

に
人
間
ド
ッ
ク
や
医
療
機
関
で
受
け

た
人
も
含
め
る
と
、
健
康
診
査
は
8
4
・

7
％
、
胃
ガ
ン
検
診
は
5
0
・
4
％
、

子
宮
ガ
ン
検
診
は
5
0
％
の
人
が
受
け

て
い
ま
し
た
。
（
表
1
よ
り
）

〈
検
診
を
受
け
な
か
っ
た
主
な
理
由
〉

○
健
康
に
は
自
信
が
あ
る
か
ら

○
具
合
い
が
悪
け
れ
ば
病
院
へ
行
く

○
仕
事
が
休
め
な
い

　
こ
れ
ら
の
三
つ
が
ど
の
検
診
に
も

共
通
し
て
多
か
っ
た
理
由
で
し
た
。

ま
た
大
腸
ガ
ン
や
乳
ガ
ン
検
診
で
は

「
検
診
を
知
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う

意
見
も
あ
り
、
P
R
不
足
を
感
じ
ま

し
た
。
ま
た
6
0
歳
代
・
7
0
歳
代
の
中

に
は
「
年
だ
か
ら
受
け
な
く
て
も
よ

い
と
思
っ
た
」
と
い
う
理
由
も
あ
り

ま
し
た
が
、
ガ
ン
は
高
齢
に
な
る
ほ

ど
発
生
率
も
上
が
り
ま
す
の
で
、
積

極
的
に
受
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

〈
こ
要
望
や
こ
意
見
〉

　
一
度
に
検
診
を
ま
と
め
て
受
け
た

い
と
い
う
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。
今

年
は
4
0
歳
、
5
0
歳
の
節
目
の
人
を
対

象
に
総
合
健
診
を
行
い
ま
す
。
ほ
か

に
人
問
ド
ッ
ク
も
申
し
込
み
を
受
け

て
い
ま
す
（
国
保
加
入
者
の
み
）
。
ぜ

ひ
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
胃
ガ
ン
検
診
で
は
時
問

が
か
か
る
と
の
意
見
も
い
た
だ
き
、

受
付
時
間
を
早
め
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
様
々
な
ご
意
見
・
ご
要

望
が
あ
り
ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
受

け
や
す
い
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く

り
に
各
種
の
健
康
診
査
を
積
極
的
に

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
検
診
の
申
し
込

み
、
問
い
合
わ
せ
は
保
健
衛
生
課
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当

単
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ラ

況
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
廃

犬
6
0

オ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

診
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

受
如
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け

検
。
種
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

〉
　
　
　
査
　
　
診
　
　
診
　
ン
診
ン
診
　
診

－
　
診
検
検
ガ
ガ
検

　
　
　
　
ン
　
　
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

表
康
ガ
ガ
腸
宮
ガ

〈
　
　
　
健
　
　
胃
　
　
肺
　
大
検
子
検
　
乳
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論誓ま

せ
ん
か

第
6
6
回
あ
が
た
の
息
ぶ
き

　
　
　
　
　
　
十
日
町
展

雛
日
時
H
8
月
21
日
㈱
～
2
7
日
㈹
午
前
9

時
～
午
後
6
時
（
土
・
日
曜
日
は
午
前
9

時
3
0
分
～
）
雛
場
所
”
東
北
電
力
グ
リ
ー

ン
プ
ラ
ザ
（
新
潟
市
上
大
川
前
通
5
1
84
）

雛
内
容
H
十
日
町
市
の
生
い
立
ち
、
雪
国

の
暮
ら
し
、
織
物
の
歴
史
、
十
日
町
の
ま

つ
り
ほ
か
笏
問
合
せ
”
商
工
観
光
課
観
光

係
（
盈
52
1
5
5
6
9
）

N
T
T
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

雛
日
時
H
9
月
2
6
日
㈲
午
後
6
時
3
0
分

～
（
6
時
開
場
）
笏
場
所
H
小
出
郷
文
化
会

館
笏
出
演
H
鼓
童
笏
入
場
料
ロ
A
席
“
3

千
円
、
B
席
”
2
千
5
百
円
（
全
席
指
定
）

笏
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
H
N
T
T
六
日
町
支
店
、

N
T
T
－
T
E
信
越
六
日
町
支
店
、
小
出

郷
文
化
会
館
ほ
か
笏
問
合
せ
H
N
T
T
ふ

れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
事
務
局
（
智
0
2
5

7
－
73
1
2
4
9
1
）

◆
国
民
年
金
の
免
除
を
受
け
た
保
険
料
は

追
納
で
き
ま
す
　
国
民
年
金
に
は
、
生
活

保
護
を
受
け
て
い
る
人
や
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
た
人
な
ど
に
対
し
、
保
険
料
納
付
を
免

除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
免

除
さ
れ
た
期
間
は
老
齢
基
礎
年
金
を
計
算

す
る
際
、
保
険
料
を
納
め
た
場
合
の
3
分

の
ー
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

よ
り
高
額
の
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
、

免
除
を
受
け
た
期
間
中
の
保
険
料
に
つ
い

て
、
1
0
年
前
の
分
ま
で
に
限
り
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
「
追
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
老
後
の
生
活
設

計
も
大
切
で
す
。
過
去
に
保
険
料
を
免
除

さ
れ
て
い
た
が
今
は
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
人
は
、
追
納
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

※
追
納
は
、
先
に
経
過
し
て
い
る
免
除
月

の
分
か
ら
順
に
行
い
ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
者
は
、
追
納

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
9
6
年
度
版
県
民
手
帳
予
約
受
付
中
　
表

紙
の
色
は
、
青
緑
色
と
薄
茶
色
の
2
種
類

で
す
。
笏
価
格
H
4
百
円
笏
発
行
時
期
H

11
月
中
旬
笏
申
込
み
H
8
月
3
0
日
働
ま
で

に
総
務
課
文
書
統
計
係

◆
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と
に
就
職
し
ま
せ
ん

か
　
市
で
は
、
十
日
町
市
、
中
魚
沼
郡
内

の
事
業
所
か
ら
の
求
人
を
一
覧
表
に
し
て

無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
期
間
は
8
月

10
日
ω
～
2
0
日
㈹
ま
で
で
す
。
ご
家
族
の

人
も
お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。
笏
配
布
場

所
昌
市
役
所
（
高
齢
者
職
業
相
談
室
）
、
ク

ロ
ス
ー
0
、
ラ
イ
オ
ン
堂
十
日
町
店
、
十
日

町
シ
ル
ク
モ
ー
ル
、
妻
有
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
（
ジ
ャ
ス
コ
）
笏
間
合
せ
H
商

工
観
光
課
商
工
労
政
係
（
盈
5
2
1
5
5
6

9
）◆
平
成
9
年
度
新
潟
県
職
員
（
看
護
職
員
）

採
用
選
考
考
査
　
笏
受
付
期
間
H
8
月
1
3

日
㈹
～
9
月
4
日
㈱
笏
考
査
日
時
・
会
場

“
第
1
次
”
9
月
2
9
日
㈲
、
第
2
次
H
1
1

月
中
・
下
旬
（
1
次
合
格
者
に
別
途
通
知
）
、

会
場
は
い
ず
れ
も
新
潟
県
庁
籔
職
種
H
助

産
婦
、
看
護
婦
（
士
）
⑫
受
験
資
格
H
①

昭
和
3
6
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

②
助
産
婦
は
、
免
許
取
得
者
ま
た
は
平
成

9
年
の
助
産
婦
国
家
試
験
で
取
得
見
込
み

の
人
③
看
護
婦
（
士
）
は
免
許
取
得
者
ま

た
は
平
成
9
年
の
看
護
婦
（
士
）
国
家
試

験
で
免
許
取
得
見
込
み
の
人
修
受
験
手
続

H
申
込
書
（
新
潟
県
病
院
局
総
務
課
職
員

係
に
あ
り
ま
す
）
を
記
入
の
う
え
押
印
し
、

受
験
票
、
郵
便
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
所
定
の
写
真
及
び
5
0
円
切
手
を

必
ず
は
っ
て
新
潟
県
病
院
局
総
務
課
職
員

係
（
〒
蜘
1
7
0
新
潟
市
新
光
町
4
番
地
1

新
潟
県
庁
内
智
幡
－
朧
ー
5
5
1
1
）
に

直
接
持
参
す
る
か
郵
送
で
（
郵
送
の
場
合

は
9
月
4
日
の
消
印
有
効
）

◆
自
衛
官
採
用
試
験
　
笏
応
募
資
格
n
高

等
学
校
、
大
学
卒
業
（
平
成
9
年
3
月
卒

業
見
込
み
）
の
人
（
年
齢
制
限
あ
り
）
笏

試
験
の
種
類
H
①
一
般
曹
候
補
学
生
、
曹

候
補
士
、
2
等
陸
・
海
・
空
士
、
航
空
学

生
※
受
付
期
限
9
月
9
日
㈲
ま
で
②
看
護

学
生
、
防
衛
大
学
校
学
生
、
防
衛
医
科
大

学
校
学
生
※
受
付
期
限
1
0
月
1
5
日
㈹
ま
で

笏
問
合
せ
H
自
衛
隊
長
岡
出
張
所
（
智
0

2
5
8
1
3

3
－
0
2
5
6
）
ま
た
は
市
民

課
市
民
係

◆
県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
訓
練
生
募
集

笏
募
集
期
間
H
9
月
1
3
日
働
～
1
0
月
1
6
日

㈱
笏
選
考
日
H
1
0
月
3
0
日
㈱
笏
募
集
科
目

⊥
局
卒
対
象
“
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、
N

C
機
械
科
、
自
動
車
整
備
科
、
電
気
シ
ス

テ
ム
科
、
電
気
施
設
科
、
土
木
測
量
科
、

O
A
事
務
科
、
ホ
テ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
織

寄付ありがとう
　　　7月25日届け出分まで（敬称略）

團地域福祉事業へ＝金沢孝保（水沢

1・30，000円）㈱きものブレイン（愛

の募金箱・62，467円）

囹社会福祉事業へ＝ナツメロ同好会

（112，437円）新潟県信用組合十日町

支店（8，160円）

囹芸術文化のかおるまちづくり基金

へ＝當重あかね（東枯木又・5万円）

囹羽根川荘へ二中条会（4，800円）仲

好会（5，100円〉加賀糸屋長寿会（2，

500円）杉の子会（3，500円）

囹博物館へ＝梧沢錬平（山本町3）小

林善吉（泉町）松下繁政（姿1）井

之川佐平治（中里村）

囹公民館図書室へ＝村山松雄（田中

町本通り）

囹情報館建設準備室へ＝佐藤幸夫
（田川町1）松岡康三郎（高田町3東）

布
科
、
中
卒
対
象
“
溶
接
科
、
金
属
プ
レ

ス
科
、
建
築
科
、
左
官
科
纏
問
合
せ
H
十

日
町
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル
（
費
5
7
1
1
1
0

5
）◆
農
業
用
軽
油
の
免
税
証
交
付
　
⑫
交
付

日
H
8
月
2
6
日
㈲
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

の
交
付
場
所
H
十
日
町
総
合
庁
舎
（
第
1

会
議
室
）
勿
必
要
書
類
H
①
免
税
軽
油
使

用
者
証
ま
た
は
免
税
証
共
同
交
付
申
請
明

細
書
②
耕
作
面
積
証
明
書
（
農
業
委
員
会

で
証
明
）
③
印
鑑
（
共
同
の
場
合
は
全
員

の
も
の
）
④
機
械
を
購
入
し
た
場
合
は
、

販
売
証
明
書
と
カ
タ
ロ
グ
⑤
免
税
証
交
付

申
請
書
笏
間
合
せ
H
十
日
町
財
務
事
務
所

課
税
課
（
智
5
7
1
5
5
1
2
）

◆
新
潟
県
勤
労
者
美
術
展
作
品
募
集
　
纏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
う
そ

募
集
作
品
H
日
本
画
、
洋
画
、
彫
塑
、
工

芸
、
書
道
、
写
真
傷
応
募
資
格
H
中
越
地

区
の
事
業
所
等
に
勤
務
し
て
い
る
人
で
、

応
募
部
門
の
作
品
の
製
作
及
び
教
え
る
こ

と
を
職
業
と
し
て
い
な
い
人
膨
手
数
料
”

1
点
8
百
円
笏
申
込
み
H
8
月
21
日
㈱

～
2
2
日
㈲
ま
で
に
長
岡
労
政
事
務
所
（
盈

0
2
5
8
1
3

8
1
2
5
4
6
）
ま
た
は
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
智
5
7
－
8
9
1
8
）

◆
麻
し
ん
（
は
し
か
）
の
予
防
接
種
麻

し
ん
（
は
し
か
）
の
予
防
接
種
を
医
師
会

の
協
力
を
得
て
、
市
内
の
医
療
機
関
で
個

別
に
行
い
ま
す
。
●
対
象
者
目
平
成
元
年

11

月
1
日
～
7
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た

幼
児
。
た
だ
し
、
す
で
に
は
し
か
に
か
か

っ
た
こ
と
の
あ
る
子
や
麻
し
ん
、
M
M
R

の
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
子
は

除
く
⑫
受
け
ら
れ
な
い
子
H
1
年
以
内
に

け
い
れ
ん
を
起
こ
し
た
こ
と
が
あ
る
子
な

ど
。
慢
性
の
病
気
が
あ
る
子
は
、
か
か
り

つ
け
の
医
師
に
相
談
の
こ
と
の
受
付
期
問

H
9
月
9
日
㈲
～
1
9
日
㈲
午
前
8
時
3
0
分

～
午
後
5
時
（
土
・
日
曜
日
除
く
）
●
申

込
み
H
母
子
健
康
手
帳
と
印
鑑
を
持
参
の

上
、
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係

◆
心
の
健
康
相
談
　
●
日
時
“
8
月
2
0
日

㈹
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
●
場
所
H
保
健

セ
ン
タ
ー
⑫
担
当
医
H
山
下
医
師
（
中
条

病
院
）
磁
問
合
せ
H
十
日
町
保
健
所
（
智

57
1
2
4
0
0
）
ま
た
は
保
健
衛
生
課
保

72



、

健
衛
生
係

◆
酒
害
の
相
談
　
笏
日
時
H
8
月
2
3
日
働

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
笏
場
所
口
十
日
町

保
健
所
笏
問
合
せ
H
十
日
町
保
健
所
ま
た

は
保
健
衛
生
課
保
健
衛
生
係

◆
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
相
談
　
笏
日
時

H
8
月
2
7
日
㈹
午
後
1
時
3
0
分
～
2
時
3
0

分
勿
場
所
H
十
日
町
保
健
所
笏
そ
の
他
H

電
話
相
談
は
随
時
受
け
付
け
笏
間
合
せ
H

＋
日
町
保
健
所

◆
各
種
相
談
休
み
ま
す
　
十
日
町
市
ふ
れ

あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
8
月
1
4
日
㈱

～
1
6
日
働
の
間
各
種
相
談
を
休
み
ま
す
。

笏
問
合
せ
目
市
役
所
内
社
会
福
祉
協
議
会

加
し
ま
せ
ん
か

日
赤
救
急
法
講
習
会

％
日
時
”
9
月
1
3
日
樹
～
1
6
日
㈲
午
前
9

時
～
午
後
5
時
霧
場
所
H
市
保
健
セ
ン
タ

ー
獲
内
容
目
救
急
法
概
論
、
包
帯
法
、
止

血
法
、
心
肺
そ
生
法
等
の
理
論
と
実
技
雛

資
格
H
全
日
程
に
参
加
で
き
る
人
（
高
校

生
も
可
）
笏
定
員
H
3
0
人
（
先
着
順
）
笏

参
加
費
H
2
千
円
雛
持
参
す
る
物
H
筆
記

用
具
、
実
技
の
で
き
る
服
装
、
昼
食
霧
申

込
み
月
9
月
2
日
㈲
ま
で
に
日
本
赤
十
字

奉
仕
団
十
日
町
分
団
事
務
局
（
市
役
所
内

社
会
福
祉
協
議
会
）

息
ら
く
ら
く
教
室

霧
日
時
H
9
月
4
日
・
1
8
日
、
1
0
月
9
日
・

23
日
の
各
水
曜
日
午
後
1
時
～
4
時
（
1
0

月
9
日
の
み
午
前
1
0
時
3
0
分
～
午
後
3
時

30
分
）
務
場
所
H
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
塚
原
町
）
笏
対
象
者
H
肺
結
核
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ
ん
そ
ぐ

遺
症
。
肺
気
腫
、
気
管
支
喘
息
な
ど
で
、

　
　
　
　
　
　
た
ん

息
切
れ
、
咳
、
疾
な
ど
の
症
状
で
お
困
り

の
人
霧
参
加
費
H
3
回
目
の
み
3
百
円
影

申
込
み
H
8
月
2
3
日
働
ま
で
に
十
日
町
保

健
所
地
域
保
健
課
（
盈
5
7
1
2
4
0
0
）

4
級
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

技
士
養
成
課
程
（
講
翼
五
）

霧
期
問
”
1
0
月
2
7
日
㈲
～
n
月
8
日
働

（
日
曜
日
2
回
、
平
日
夜
間
3
回
）
笏
場

所
月
ク
ロ
ス
ー
0
（
予
定
）
笏
定
員
”
6
0
人

（
先
着
順
）
笏
受
講
料
H
2
万
2
千
4
百

円
霧
申
込
み
H
1
0
月
2
0
日
㈲
ま
で
に
桑
原

靖
（
レ
デ
ィ
オ
ハ
ウ
ス
ア
ン
暦
5
6
－
2
7

2
0
）

第
2
7
回
身
障
者
旅
行

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　
㈹
十
日
町
青
年
会
議
所
で
は
、
身
体
障

害
者
旅
行
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
纏
日
時
h
9
月
22
日
㈲
笏
場
所

H
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
笏
申
込
み
H
8
月

31

日
ω
ま
で
に
㈹
十
日
町
青
年
会
議
所

（
暦
5
7
－
5
1
1
1
）
※
詳
細
に
つ
い
て

は
申
し
込
み
後
連
絡
し
ま
す
。

96
新
潟
県
交
通
安
全
運
転

，

　
コ
ン
ク
ー
ル
（
ト
ラ
イ
㎜
）

笏
実
施
期
問
H
9
月
2
3
日
㈲
～
1
2
月
31
日

㈹
ま
で
の
㎜
日
間
笏
参
加
資
格
H
①
県
内

に
居
住
ま
た
は
県
内
の
事
業
所
に
勤
務
し

て
い
る
人
②
原
付
免
許
以
上
の
運
転
免
許

を
有
す
る
人
③
二
輪
車
、
四
輪
車
等
の
車

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
G
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

おまちしてます

おじゃまします

暖藷窒炉
2

“
ゆ
、

9月はお休みします

ゆずります

ゆずってください
＊消費者協会（商工観光課盈52－5569）へ。

品　　　　名 規　格 希望価格

学 習 机 椅子付・女性用 相談で

鉄 製　ソ リ 133cm×50cm 無　料

大人用三輪車 1万5千円

サロンベッ ド 折りたたみ式 無　料

自 動 車 ホンダシティ60年型 3万円
大学受験用教材セッ卜 旺文社 相談で

耕 運 機 中型・ディーゼル 相談で

1 人掛椅 子 洋問用・布張り・2個 相談で
顧麟轟惹灘縷麓！…灘

キッズコンピューター ピコ 相談で

ベ　ビーカ 一 相談で

耕　　運 機 小　型 2万円以下

ベビーベツ ド 相談で

ベビーチェア 木　製 3千円

女性用自転車 24インチ 3千円
ノ／ 26インチ 3千円

種
は
自
由
で
す
が
、
地
域
・
職
域
等
の
グ

ル
ー
プ
で
チ
ー
ム
編
成
す
る
こ
と
④
職
業

運
転
者
、
性
別
、
過
去
の
違
反
・
事
故
は

問
わ
な
い
が
、
3
0
歳
未
満
の
人
を
3
人
以

上
チ
ー
ム
に
含
め
る
こ
と
笏
参
加
費
H
無

料
雛
申
込
み
H
所
定
の
申
込
書
（
市
総
務

課
、
交
通
安
全
協
会
に
あ
り
ま
す
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
8
月
3
0
日
働
ま
で
に

〒
鰯
ー
7
0
新
潟
県
環
境
生
活
部
生
活
企
画

課
交
通
安
全
対
策
室
へ
（
住
所
記
入
不
要
）

灘
醐
灘

ス
ポ
ー
ツ

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

〈
第
7
回
96
十
日
町
カ
ッ
プ
高
校
サ
ッ
カ

ー
カ
ー
ニ
バ
ル
〉

雛
日
時
H
8
月
1
7
日
出
午
後
～
2
0
日
㈹
午

前
中
雛
会
場
H
十
日
町
市
陸
上
競
技
場
、

グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
、
十
日
町
市
河
川
敷

サ
ッ
カ
ー
場
ほ
か
霧
参
加
校
H
静
岡
市

立
、
近
畿
大
学
附
属
、
国
士
館
、
浦
和
西
、

新
潟
工
業
ほ
か
1
5
校
霧
入
場
料
H
無
料
笏

間
合
せ
ロ
庭
野
和
浩
（
十
日
町
市
サ
ッ
カ

ー
協
会
事
務
局
盈
5
7
1
8
3
5
7
）

〈
住
友
金
属
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
〉

纏
日
時
H
8
月
2
4
日
出
午
後
1
時
3
0
分

～
4
時
霧
会
場
H
総
合
体
育
館
笏
内
容
月

住
友
金
属
チ
ー
ム
の
練
習
参
観
、
地
元
中
・

高
生
と
の
交
流
ゲ
ー
ム
影
入
場
料
月
無
料

霧
問
合
せ
目
藤
木
和
夫
（
中
条
旭
町
暦
52

！
3
0
2
5
）

藝
術
創
作
舎
サ
ラ
ー
ム
・

ロ
ー
タ
ス
設
立
記
念
公
演

〈
東
西
ア
ジ
ア
の
出
会
い
〉

　
シ
リ
ア
出
身
の
女
優
、
ナ
ダ
・
ホ
ム
ス

ィ
ー
さ
ん
（
大
和
町
在
住
）
と
、
半
間
正

さ
ん
（
市
内
泉
町
）
出
演
に
よ
る
、
世
界

初
の
シ
リ
ア
と
日
本
の
共
同
制
作
劇
で
す
。

ロ
日
　
時
　
8
月
鍵
日
㈹
午
後
7
時
開
演

　
（
6
時
3
0
分
開
場
）

ロ
場
　
所
　
市
民
会
館
ホ
ー
ル

■
内
　
容
　
無
言
劇
〈
少
女
ヤ
ス
ミ
ー
ン

　
の
夜
明
け
と
黄
昏
〉
、
国
際
共
同
制
作
劇

　
〈
東
西
ア
ジ
ア
の
出
会
い
〉

ロ
入
場
料
　
千
5
百
円

礪
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
　
丸
久
紙
店
、
田
倉
、

　
イ
ト
ー
楽
器
、
お
ぎ
の
楽
器
店
、
ハ
ト

　
ヤ
、
十
日
町
市
公
民
館

ロ
聞
い
合
わ
せ
　
藝
術
創
搾
舎
サ
ラ
ー
ム
・

　
ロ
ー
タ
ス
事
務
局
（
豊
翻
ー
2
0
3
9
）

ロ
認
の
他
　
月
曜
圏
を
除
く
8
月
鍛
日
㈹

　
～
雛
日
㈹
の
毎
臼
午
前
◎
時
～
午
後
9

　
時
鋤
分
ま
で
、
ア
ラ
ブ
の
現
代
絵
画
、

　
シ
璽
ア
の
鼠
芸
晶
、
半
問
藍
さ
ん
の
書

　
や
原
始
太
鼓
な
ど
の
展
示
会
懸
開
催
し

　
ま
塗
。

日本そばを食べるホムスィーさん
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義
欝
饗

、
磁
盤
綴
　
　
議

麟
鑛
欝
蕪

・
懲
　
　
　
　
　
　
騰
難
羅

ふ
る
里
の
歴
史
散
歩
⑭

鑛

腎

趣

道
蹟
無
雲
獲
難
畷
灘

雛
鑛
繕
雛
雛
灘

　
「
克
雪
は
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る

こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
」
と
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
が
付
い
た
「
克
雪
都
市
宣
言
」

の
塔
が
立
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
昭
和
十
三
年
の
旬
街
座

雪
難
犠
牲
者
を
供
養
す
る
深
雪
観
音

堂
の
句
額
に
は
、
「
雪
地
獄
父
祖
の
地

な
れ
ば
住
み
継
げ
り
」
と
い
う
、
雪

に
痛
め
つ
け
ら
れ
る
苦
し
い
冬
の
暮

ら
し
を
詠
ん
だ
句
が
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
三
十
四
年
に
就
任
し
た
村
山

謙
吉
市
長
は
、
十
日
町
市
発
展
の
基

本
策
と
し
て
、
道
路
の
積
極
的
な
改

讐
裂

良
整
備
と
冬
季
交
通
の
確
保
を
計
画

し
ま
し
た
。
雪
の
季
節
に
バ
ス
や
ト

ラ
ッ
ク
な
ど
が
走
れ
る
も
の
で
は
な

い
と
、
冷
た
い
目
で
眺
め
る
市
民
が

大
多
数
だ
っ
た
こ
ろ
の
こ
と
で
す
。

　
ま
ず
、
無
理
矢
理
と
い
っ
て
も
よ

い
よ
う
な
、
力
づ
く
の
除
雪
・
排
雪

が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
ブ
ル
ド
ー
ザ

ー
で
押
し
出
し
、
ト
ラ
ッ
ク
で
運
び

出
す
と
い
う
機
械
除
雪
で
す
。

　
三
十
二
年
に
、
長
岡
市
で
消
雪
パ

イ
プ
が
発
明
さ
れ
、
四
十
三
年
に
初

め
て
四
日
町
・
高
田
町
な
ど
の
国
・

県
道
で
効
果
を
確
認
し
ま
し
た
。
無

雪
道
路
は
、
消
雪
パ
イ
プ
に
限
る
と

い
う
ほ
ど
の
評
判
で
し
た
。

　
市
道
で
道
路
消
雪
を
初
め
て
行
っ

た
の
は
水
野
町
で
す
。
屋
根
の
雪
下

ろ
し
を
す
る
と
、
一
回
で
道
が
雪
の

山
に
な
っ
て
し
ま
い
、
雪
の
ト
ン
ネ

ル
を
掘
っ
て
行
き
来
す
る
の
が
例
に

な
っ
て
い
る
町
内
で
し
た
。
こ
の
成

果
を
見
て
、
各
町
内
か
ら
の
消
パ
イ

要
望
が
市
役
所
に
ど
っ
と
寄
せ
ら
れ
、

て
ん
や
わ
ん
や
で
し
た
。

　
道
路
消
パ
イ
用
の
ほ
か
に
も
深
井

戸
を
掘
る
数
が
多
く
な
っ
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
は
、
流
水
利
用
の
流
雪
溝

が
大
き
な
命
題
に
な
る
で
し
ょ
う
。
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●
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●
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　夕涼みに出ると、空には夏の大三角形、沢にはゲンジボタルの美しい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3光を見ることができます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　また、水草の茂った淀んだ古い池や堤など泥深い池沼ではシナイモツ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3います。体色が濁った茶色で、口が上を向き受け口の数cmの小魚です。
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十日町市民の動き

（7月末日現在）

45，210人（前目比一6）

22，224人（〃　＋1）

22，986人（ノソ　ー7）

（前月比十9）12，830

■人ロ

　男
　女
■世帯数

ホ
ッ
ト
ひ
と
恩

　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
編
・
集
・
室

　
「
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
」
が
終
了
し
ま

し
た
。
こ
の
間
、
「
あ
～
朝
か
ら
眠
い
」

な
ん
て
い
う
お
父
さ
ん
も
多
か
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
競
技
の
中
で
、
最

も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
女
子
マ
ラ

ソ
ン
で
す
。
日
本
人
3
選
手
の
健
闘
も

感
動
も
の
で
し
た
が
、
前
回
の
銀
メ
ダ

ル
に
続
い
て
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
有

森
選
手
の
コ
メ
ン
ト
「
初
め
て
自
分
を

自
分
で
褒
め
た
い
」
の
二
言
で
し
た
。

新
聞
や
テ
レ
ビ
で
有
森
選
手
が
言
っ
て

い
た
「
ラ
イ
バ
ル
は
自
分
で
す
」
の
言

葉
の
意
味
が
、
こ
の
時
よ
う
や
く
分
か

っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　
市
内
で
も
ア
ト
ラ
ン
タ
五
輪
の
翌
日
、

各
地
区
で
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
ま
で
は
い
か
な
く
と

も
、
様
々
な
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
さ
て
、
最
近
小

中
学
校
や
地
区
の
運
動
会
の
種
目
が
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
化
し
て
い
ま
す
。
自

分
と
し
て
は
、
感
動
や
ド
ラ
マ
は
、
死
力

を
尽
く
し
て
戦
っ
た
後
に
生
ま
れ
る
よ

う
に
思
え
て
な
ら
な
い
の
で
す
が
。
㊧
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